
















































































































































































































































































順 グ）レープ 種目 団　体　名 作　詞　者 作　曲　者 曲　　　名
1A女声 二宮町合唱団 山上　路夫 プートマン 思い出のグリングラス
リヴョンウオン 西山　英二 お母さん元気ですか
2A女声 昭和小PTAコーラス音深尾須磨子 中田　喜直 忘れなぐさ
関根　栄一 湯山　　昭 葡萄の歌
3A女声 小貝コーラス 宮崎一章 島原の子守歌
内藤　法美 誰もいない海
4A混声 喜連川町合唱団 川路　柳江 コンノ寸一ス 星の世界
野上　　彰 高田　三郎 秋をよぶうた
5A女声 豊郷南小PTAコーラス北山　　修 端田　宣彦 風
里見　　義 ビショツプ ホーム・スイート・ホーム
6A女声 東小PTAコーラス 山上　路夫 村井　邦彦 翼をください
北原　自秋 山田　耕作 砂山
岡本　仁




8A女声 田沼小PTAコーラス吉岡　　浩 河村　利夫 真夜中のギター
高野　辰之 メン知レスゾーン おおひばり
9A女声 中川中PTAコーラス リチャードロジヤース エーデルワイス
ジルヘル ローレライ
1A女声 安沢小PTAコーラス荒木とよひさ 荒木とよひさ 四季の歌
薩摩　　忠 小林　秀雄 まっかな秋
11A女声 宇大附小PTAコーラ宮地　廓慧 大中　　恩 組曲「月と良寛」より
月のうさぎ
12A女声 共英小PTAコーラス島崎　藤村 平井康三郎 潮音
千家　元磨 橋本　国彦 川





種目 団　体　名 作　詞　者 作　曲　者 曲　　　名
川本優子訳 G・ベコーシャンテ
岩河三郎編由




15A児童 真岡少年少女合唱団 J・S・バツハ カンタータ78
G・フォーレ 小川
16A女声 峰小PTAコーラス・宇野　通芳 艸大中恩 訣れ
北原　白秋 山田　耕作 からたちの花
17A女声 セントラル・エコー 中村千栄子 岩河　三郎 おとめ座
18A女声 明俣小PTAコーラスノvrンリッヒハイネ メン刊レスゾーン わが心の想ひ
関根　栄一 湯山　　昭 葡萄の歌
19B女声 いずみコーラス 日本古謡 平井康三郎 ずいずいずっころばし
サトウハチロウ 末広　恭雄 秋の子
20B混声 西那須野混声合唱団 更科源蔵 広瀬　量平 組曲「海鳥の詩」より
21B女声 あかねうたの会 サトウハチロウ 中田　喜直 もんしろ蝶々のゆうびんやさん
斉藤　四郎 内田　　元 奥の細道
22B混声 コールミリオネァ 尾上和彦 組曲「京都の七つのうた」
より，ヘントコナ
23B混声 合唱団バオバブ 田中　清水 佐藤　　真 組曲「旅」より，かごにのって
行こうふたたび
24B女声 コーラス卯の花 永　　六輔 中村　八大 こんにちは赤ちゃん
堀内　敬三 フリース 子守歌







種目 団　体　名 作　詞　名 作　曲　者 曲　　　名
26B女声 高根沢フリージァ 津川　圭一 ロシァ民謡 赤いサラファン
コーラス 千家　元麿 橋本　国彦 川





28B女声 くろいそフラウエン 保富　康午 湯山　　昭 十月のプロムード　ナ
コール 高野喜久雄 高田　三郎 「水のいのち」より
海よ
29B女声 フラワーコーラス 三越左千夫 矢田部　宏 春の岬に来て
30B混声 コーラスパープル 佐藤　春夫 大中　　恩 海の若者
秋の女よ
31B混声 合唱団あき 高野喜久雄 高田　三郎 組曲「内なる遠さ」より
①合掌一さる
②燃えるもの一蜘蛛
32B女声 石橋すみれコーラス 中村千栄子 岩河　三郎 組曲「嫁ぐ日に（なみだ）」
七つの子






34B女声 やまゆりコーラス 土屋　花情 八州　秀明 さくら貝の歌
吉野　　弘 高田　三郎 風が
35C独唱 渡　辺　昭　子 ルツツィ アベ・マリア























































































































































6宇都宮少年少女合唱隊 混声 結城ふじを　　　　　　中田　喜直 石ころの歌
7コ　ー　ル　フ　ロ　ー 女声 江面　幸子　　　　　　小山　章三 女声合唱組曲
秋はしゃむのように
8宇都宮センター合唱団 混声 関忠　　亮訳　　　　　シベリウス フインランディア
9ドン合唱団さっきコーラス 混声 大伴家持 やまとには（国見の歌）
10宇都宮キンダコール 混声 宮地廓慧　　　　　大中　　恩 月と良寛　1．手まり
2，忘れん坊3．月のうさぎ
11コールミリオネア 混声 パレストリーナ ミサブセビス
12宇都宮合唱団 混声 高野　喜雄　　　　　　高田　三郎 わたしの願い　より

















4宇都宮アカデミー合　　唱　　団 混　　声 山之井慎田中　清夫 佐藤　　真
混声合唱のための組曲「旅」より
4．なぎさ歩ゆめば　7，行こうふたたび

















9宇都宮合唱団 混　　声 伊藤海彦 大中　　恩 「島よ」より抜葦














14コール・ミリオネアア 混　　声 スズキヘキ 岡崎光治 合唱組曲「幻の祭り」よりネブタ祭
15宇都宮少年少女合　　唱　　団 少年少女 佐藤真理 中田　喜直 マリちゃんの歩いた夢
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資料9　S56
一般Bの部
1．宇都宮センター合唱団（混声コーラス）
岩谷　時子作詞
　　　　　　　ラララで歌おう
いずみたく作曲
関西合唱団訳詞
ジョン・デンバー作曲　Take　Me　Country　Road
西良三郎編曲
2，ミモザ合唱団（女声コーラス）
阪田　寛夫作詞　組曲「美しい訣れの朝」
中田喜直作曲①“赤い風船”
3．合唱団あき（混声コーラス）
　　　　　　　「ミサ曲ハ長調O　P86」より塵トーヴエン作曲“AgnuS　De1”
4．ドン合唱団（男声コーラス）
高村光太郎作詞
　　　　　　　智恵子抄巻末のうた六首
清水　　脩作曲
5．宇都宮児童合唱団
中林ミエ作詩作曲
　　　　　　　赤い花，白い花
寺島　尚彦編曲
三善晃作晃作曲　あの日から
6．宇都宮合唱団（混声コーラス）
岡本　敏明作詞
　　　　　　　狩人われら
Fフーバー作曲
岡本　敏明作詞
　　　　　　　栄光あれ
Fジルヒャー作曲
7。合唱団パオバブ（混声コーラス）
田中　清光作詞　組曲「旅より」
山之井　慎作詩　　‘‘旅立つ日”
佐藤　　真作曲　　“旅のよろこび”
　　　　　　　“なぎさ歩めば”
第2回宇都宮市民芸術祭市民合唱コンクールより
一般A（PTAコーラス）の部
1．石井小P　TAコーラス（女声コーラス）
わらべうた
　　　　　　　ほたるこい
小倉　　朗作曲
土屋　花情作詩
　　　　　　　さくら貝の歌
八洲　秀章作曲
2．セントラル・エコー（中央・1・PTA）（女声コーラス）
山本　櫻子作詩
　　　　　　　窓をひらいた花
京嶋　　信作曲
3．城山東小PTAコーラス（女声コーラス〉
関根　　栄作詩
　　　　　　　夕なぎの海
寺嶋　尚彦作曲
4．細谷小P　T　Aコーラス（混声コーラス）
モーツアルト作曲悲しみのシンフオニー
武田　全弘作詩
　　　　　　　オリーブの首飾り
Cモルガン作曲
5．峰小P　T　Aコーラス（女声コーラス）
夏目　利江作詩
　　　　　　　アヴエ・ヴエルム・コルプス
モーツアルト作曲
大木　惇夫作詩
　　　　　　　野葡萄清水　　脩作曲
6．緑が丘小P　T　Aコーラス（混声コーラス）
壷田花子作詩
　　　　　　　ねむの花
中田喜直作曲
井上・長沢
　　　　作詩川尻　　　　　　泉のほとり
ノヴィコフ作曲
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　以上の資料から，合唱部門だけをみても異常な発展をしている事がわかる。
この原因となったものを考えてみると，戦後日本の文明も発達し，高度成長
の時期に入り，栃木県においても，昭和30年後半になると，物資も豊富にな
り，時間的余裕もできてぐる。青年達はスポーツに，文化面に積極的に参加
することになった。家庭の主婦は色々な雑用や暇をもてあまし，勤労者は毎
日のストレスや悩みを発散させる為，趣昧や教養を身につける傾向になった。
又，各専門分野のすぐれた指導者も多くなり，レベルも向上した。資料1，
5でもわかるように，合唱の人口も増加し，この分野の作曲家も増え，次々
と程度の高い作品や，人間味のある豊かな感情表現の新しい作品を世に出し，
合唱音楽は，需要と供給の関係になったのである。又，これにともない各都
市では，色々の催しを消化するべく大きなホールが新築されている。上記の
中でも特記することは，資料6にある「青蛙」という団体で，実に，平均年
令67才であり，他にも中高年層の合唱団体が増加してきたことである。これ
は，今後の社会問題のあり方を考えさせられる現象である。
　この他，文化的な活動としては，栃木県教育委員会文化課で，地域の総合
的文化の向上を目的として，年50回の小学校，中学校向けに音楽活動を含め
る活動を供給している。38の市町村では39の文化協会があり，39，000名の会
員がおり，独自の文化会が企画されている。その他，県の交響楽団を始め，
地方の交響楽団も増え活動をしている。又，一般企業では，ヤマハ，カワイ
の数回の催しと，最近では，民間でも，会員制の定期的な音楽会を開いてい
る等意欲的である。
　おわりに，現在の社会情勢を思いかえせば，世界は不況にあるといわれる
が，裕福な国もあり，飢えで苦しんでいる国もある。日本の国においても，
一見経済的に裕福であるようであるが，しかしその影には，求人問題，高齢
社会の問題，教育偏重の問題等複雑化している。音楽面においても，どこの
家にもピァノが普及するようになり，地方都市でも頻繁に音楽会が行なわれ
あらゆる分野の音楽があふれている。そんな情勢の中で今後増々きかんにな
る音楽のあり方を考えてみると，精神的にも人間的にも創造性に富んだ余裕
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のある音楽の経験を願うしだいである。
　　　　　　（とみた　ひでや，幼児教育，ソルフェージュ〉
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